
針
を
発
表
し
た
。
市
政
運
営
方

針
で
は
、
市
民
の
安
全
安
心
を

守
る
た
め
、

５
月
８
日
以

降
の
市
の
体

制

に

つ

い

て
、
保
健
所

職
員
、
市
立

東
大
阪
医
療

セ
ン
タ
ー
と

と
も
に
必
要

な
支
援
を
続

け
て
ま
い
る

と
述
べ
ら
れ

た
が
、
具
体

的
に
ど
の
よ

う
に
考
え
て

い
る
の
か
当

局
の
見
解
を

伺
う
。

副
市
長

市

民
の
皆
様
が
安
心
し
て
地
域
の

医
療
機
関
へ
つ
な
が
る
よ
う
に
、

医
師
会
と
も
連
携
し
、
保
健
所

に
お
い
て
も
丁
寧
に
対
応
し
て

ま
い
る
。

―
小
学
校
給
食

無
償
化
に
つ
い
て
―

問

自
由
民
主
党
東
大
阪
議
員

団
は
、
こ
れ
ま
で
子
供
た
ち
が

日
々
口
に
す
る
学
校
給
食
の
質
、

量
を
守
る
こ
と
、
保
護
者
の
方

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

様
々
な
場
面
で
活
動
し
、
要
望

を
行
っ
て
ま
い
っ
た
。
そ
の
結

果
、
３
学
期
の
小
中
学
校
給
食

費
が
無
償
化
さ
れ
、
令
和
５
年

４
月
か
ら
は
、
生
徒
保
護
者
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

恒
久
的
に
中
学
校
給
食
費
を
無

償
化
す
る
、
中
学
校
給
食
費
無

償
化
事
業
、
さ
ら
に
は
令
和
５

年
度
も
引
き
続
き
学
校
給
食
緊

急
支
援
事
業
に
そ
れ
ぞ
れ
予
算

が
計
上
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
事

業
に
つ
い
て
は
、
我
が
会
派
か

ら
の
要
望
を
認
め
て
い
た
だ
い

た
も
の
と
評
価
す
る
。
今
後
、

争
点
と
な
る
で
あ
ろ
う
小
学
校

給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
る
の
か
、
見
解

を
伺
う
。

教
育
長

財
政
の
状
況
、
社
会

情
勢
、
子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ

等
を
見
極
め
な
が
ら
慎
重
に
検

討
し
て
ま
い
る
。

―
近
鉄
大
阪
線
の

高
架
化
に
つ
い
て
―

問

地
域
住
民
の
安
全
、
安
心

な
暮
ら
し
と
地
域
の
経
済
活
動

に
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
お
り
、

事
業
化
に
は
一
日
も
早
い
ス
タ

ー
ト
が
肝
腎
で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
の
現
状
を
国
に
伝
え
、
一
日

で
も
早
く
事
業
化
が
実
現
で
き

る
よ
う
、
本
年
２
月
７
日
に
自

由
民
主
党
東
大
阪
議
員
団
の
代

表
で
斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
大
臣

に
直
接
、
要
望
書
を
提
出
し
て

ま
い
っ
た
。
い
ま
だ
事
業
化
に

至
ら
な
い
最
大
の
原
因
は
制
度

の
改
正
に
伴
い
、
大
阪
府
が
事

業
に
後
ろ
向
き
な
こ
と
、
ま
た

そ
れ
に
伴
い
、
市
が
実
施
し
た

場
合
に
膨
大
な
事
業
費
の
負
担

が
生
じ
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
本
市
の
事
業
化
へ
の

思
い
と
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
に

対
す
る
見
解
を
伺
う
。

副
技
監

今
後
も
引
き
続
き
、

大
阪
府
が
主
体
的
に
事
業
に
関

わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
粘
り

強
く
協
議
、
検
討
を
進
め
て
ま

い
る
。

―
東
大
阪
ツ
ー
リ
ズ
ム

振
興
機
構
に
つ
い
て
―

問

Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
何
か
と
よ
い
組

織
に
し
よ
う
と
参
画
し
て
も
ら

っ
て
い
る
市
内
の
事
業
者
の
た

め
、
ま
た
、
市
民
の
代
表
で
あ

る
議
会
も
予
算
を
認
め
た
責
任

が
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
人
た
ち

を
裏
切
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

し
っ
か
り
成
果
を
出
し
て
も
ら

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後

の
東
大
阪
ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興
機

構
に
対
す
る
市
長
の
思
い
を
問

う
。

市
長

市
内
業
者
を
中
心
に
、

多
く
の
方
に
理
事
と
し
て
参
画

い
た
だ
く
な
ど
、
体
制
の
見
直

し
を
行
い
、
令
和
５
年
度
は
抜

本
的
な
対
策
を
打
ち
、
登
録
Ｄ

Ｍ
Ｏ
と
し
て
の
結
果
を
求
め
て

ま
い
る
。

―
教
育
費
予
算
に
つ
い
て
―

問

大
阪
維
新
の
会
は
、
大
阪

府
知
事
・
大
阪
市
長
の
ダ
ブ
ル

選
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
を
公
表

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
教
育

無
償
化
を
柱
の
一
つ
と
し
、

そ
の
中
で
０
歳
か
ら
２
歳

の
保
育
料
無
償
化
に
関
す

る
所
得
制
限
撤
廃
、
塾
代

助
成
の
所
得
制
限
の
撤
廃

な
ど
、
大
阪
市
で
の
マ
ニ

ュ
フ
ェ
ス
ト
と
と
も
に
、

私
立
高
校
、
公
立
高
校
、

大
阪
公
立
大
学
及
び
大
阪

公
立
大
学
大
学
院
の
授
業

料
無
償
化
に
お
け
る
所
得

制
限
の
撤
廃
も
掲
げ
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
現
在
、

３
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で

の
保
育
料
は
国
の
施
策
で

無
償
化
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
本
市
は
０
歳
児
か
ら
２

歳
児
の
保
育
料
無
償
化
に
つ
い

て
、
ど
の
様
な
考
え
か
当
局
の

見
解
を
問
う
。

子
ど
も
す
こ
や
か
部
長

莫
大

な
費
用
を
要
す
る
こ
と
及
び
在

宅
で
保
育
を
し
て
い
る
方
と
保

育
施
設
を
利
用
し
て
い
る
方
と

で
公
費
の
配
分
差
が
大
き
く
な

る
こ
と
か
ら
慎
重
に
検
討
し
て

ま
い
る
。

―
近
鉄
大
阪
線
俊
徳
道
駅
か
ら

久
宝
寺
口
駅
間
の
高
架
化
―

問

日
本
維
新
の
会
・
大
阪
府

東
大
阪
市
支
部
と
し
て
野
田
市

長
に
対
し
要
望
書
を
出
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
そ
の
内
容
は
、

本
市
か
ら
大
阪
府
、
近
畿
日
本

鉄
道
株
式
会
社
に
対
し
て
、
事

業
化
実
現
に
向
け
た
勉
強
会
の

早
期
開
催
を
呼
び
か
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
こ
の
近
鉄
大
阪
線
の
高
架

化
は
、
道
路
交
通
の
円
滑
化
や

踏
切
事
故
の
解
消
、
鉄
道
沿
線

の
ま
ち
づ
く
り
の
進
展
、
沿
線

地
域
の
安
全
安
心
の
確
保
や
地

域
経
済
の
発
展
に
多
大
な
効
果

を
も
た
ら
す
等
、
各
方
面
か
ら

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
実
現
に
向
け
て
の
勉
強
会

開
催
に
つ
い
て
、
見
解
を
問
う
。

市
長

本
市
、
大
阪
府
、
近
畿

日
本
鉄
道
株
式
会
社
に
お
い
て

勉
強
会
を
立
ち
上
げ
、
調
査
、

検
討
を
進
め
る
よ
う
指
示
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

―
近
鉄
布
施
駅
周
辺
地
区
の

活
性
化
に
つ
い
て
―

問

大
阪
の
ま
ち
づ
く
り
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
、
近

鉄
布
施
駅
か
ら
仮
称
瓜
生
堂
駅

ま
で
の
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、

鉄
道
沿
線
の
地
域
魅
力
を
高
め

る
ま
ち
づ
く
り
エ
リ
ア
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、

鉄
道
事
業
者
を
は
じ
め
、
多
様

な
主
体
と
の
連
携
に
よ
る
駅
前

空
間
や
高
架
下
等
の
活
用
な
ど
、

沿
線
の
地
域
魅
力
を
高
め
る
、

人
中
心
の
に
ぎ
わ
い
空
間
の
創

出
を
目
指
し
て
ま
い
る
、
と
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
計
画
を
実
現

さ
せ
る
た
め
に
も
、
近
鉄
布
施

駅
周
辺
に
お
け
る
再
活
性
化
は

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
地
区
計
画
の
導
入

な
ど
、
市
と
一
体
と
な
っ
た
活

性
化
策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
近
鉄
布
施
駅
の
周
辺
地
区

は
東
大
阪
市
の
玄
関
口
で
あ
り
、

待
っ
た
な
し
の
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
当
局

の
見
解
を
問
う
。

副
技
監

今
後
、
都
市
計
画
制

度
の
活
用
に
よ
る
、
地
域
魅
力

を
高
め
る
、
人
中
心
の
に
ぎ
わ

い
空
間
の
創
出
に
向
け
た
検
討

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

―
防
災
訓
練
に
つ
い
て
―

問

昨
年
の
１１
月
２６
日
に
、
小

阪
中
学
校
に
お
い
て
、
自
主
防

災
組
織
合
同
の
地
域
防
災
訓
練

が
実
施
さ
れ
た
。
中
学
校
を
中

心
と
し
、
自
主
防
災
組
織
と
地

域
の
方
々
、
危
機
管
理
室
、
消

防
、
福
祉
施
設
、
大
阪
ガ
ス
や

民
間
会
社
が
一
体
と
な
っ
て
の

防
災
訓
練
で
あ
っ
た
。災
害
は
い

つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
が
、

数
年
後
を
考
え
る
と
、
災
害
が

起
こ
っ
た
と
き
に
地
域
の
中
心

に
な
る
の
は
、
や
は
り
よ
り
若

い
人
た
ち
で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
う
し
た
中
学
生
全
員
が
参
加

す
る
、
参
加
で
き
る
防
災
訓
練

を
、
東
大
阪
全
域
に
お
い
て
繰

り
返
し
行
っ
て
い
く
べ
き
で
あ

る
と
思
う
が
、
当
局
の
見
解
を

伺
う
。

理
事

中
学
生
の
参
加
も
含
め

た
自
主
防
災
組
織
の
取
組
み
を

積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
働
き
か
け
て
ま
い
る
。

―
公
用
車
を
選
挙
応
援
に

使
う
な
―

問

２１
年
の
決
算
審
査
で
の
公

用
車
質
問
が
朝
日
新
聞
に
掲
載
。

市
長
は
公
用
車
で
の
選
挙
応
援

を
公
務
と
言
う
が
、
大
学
名
誉

教
授
が
「
公
務
と
は
言
え
な

い
。
私
費
。」
と
の
見
解
が
示
さ

れ
た
。
公
用
車
を
選
挙
応
援
に

使
用
す
べ
き
で
な
い
が
ど
う

か
。

市
長

様
々
な
意
見
が
あ
る
こ

と
は
承
知
。
公
用
車
運
用
基
準

に
基
づ
き
使
用
し
て
い
る
。

問

選
挙
応
援
は
私
費
で
行
い
、

基
準
を
変
え
る
べ
き
だ

市
長

秘
書
課
が
運
行
基
準
を

担
っ
て
い
る
。

問

市
長
は
基
準
を
見
直
す
リ

ー
ダ
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
べ
き
。

市
長

現
在
の
運
行
基
準
で
対

応
す
る
。

―
高
齢
者
に

入
院
時
見
舞
金
を
―

問

高
齢
者
の
医
療
費
は
、
１

９
７
０
年
代
に
無
料
が
、
１
９

８
３
年
に
１
日
３
０
０
円
に
。

今
は
現
役
並
所
得
の
方
で
３
割

負
担
で
あ
る
。
国
保
繰
入
金
が

２４
年
度
か
ら
な
く
な
る
の
で
、

こ
れ
を
財
源
に
川
越
市
の
よ
う

に
高
齢
者
に
入
院
時
見
舞
金
制

度
創
設
を
。

市
民
生
活
部
長

高
齢
者
の
負

担
増
は
指
摘
の
通
り
だ
が
、
見

舞
金
制
度
は
困
難
。

―
環
境
問
題
に
つ
い
て
―

問

２
０
５
０
年
、
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
を
達
成
す
る
た
め
、

市
の
全
て
の
事
業
に
環
境
の
視

点
が
十
分
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
か
、
既
存
の
公
共
施
設
等
に

ど
れ
ぐ
ら
い
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
あ
る
か
、
総
点
検
す
べ
き
。

副
市
長

必
要
で
あ
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。
脱
炭
素
の
取

組
み
を
効
果
的
、
効
率
的
に
進

め
て
い
く
た
め
の
手
法
を
検
討

し
た
い
。

―
Ｊ
Ｒ
徳
庵
駅

東
側
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設

置
事
業
に
つ

い
て
―

問

４
月
以
降

も
行
わ
れ
る
連

絡
通
路
の
補
修

に
つ
い
て
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

を
大
き
く
掲
示

す
る
な
ど
、
利

用
者
の
さ
ら
な

る
ご
理
解
を
得

ら
れ
る
よ
う
改

善
を
。

土
木
部
長

工

事
の
進
捗
に
合
わ
せ
、鉄
道
事
業

者
と
連
携
し
、
取
組
み
た
い
。

―
新
型
コ
ロ
ナ
対
応

に
つ
い
て
―

問

全
数
把
握
見
直
し
後
の
第

８
波
に
お
け
る
発
見
、
治
療
上

の
対
応
と
課
題
は
何
か
。

健
康
部
長

重
症
化
リ
ス
ク
の

高
い
方
は
引
き
続
き
発
生
届
け

で
把
握
。
病
床
逼
迫
緩
和
で
高

齢
者
施
設
等
で
の
治
療
や
医
療

機
関
の
協
力
等
で
療
養
支
援
に

対
応
し
た
。

―
公
共
交
通
の
移
動
支
援
の

具
体
化
に
つ
い
て
―

問

仕
組
は
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド

ア
の
デ
マ
ン
ド
型
ワ
ゴ
ン
タ
ク

シ
ー
の
運
行
と
、
市
民
負
担
軽

減
の
た
め
に
公
費
負
担
の
導
入

を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

副
技
監

持
続
可
能
な
こ
と
が

必
要
な
こ
と
か
ら
、
恒
久
的
な

公
費
負
担
は
考
え
て
い
な
い
。

事
業
者
の
協
力
が
得
ら
れ
る
運

賃
と
運
行
を
検
討
す
る
。

―
児
童
虐
待
の
予
防

に
つ
い
て
―

問

私
が
以
前
か
ら
一
貫
し
て

申
し
上
げ
て
い
る
の
は
、
過
去

の
教
訓
か
ら
Ｄ
Ｖ
相
談
と
児
童

虐
待
の
密
接
な
関
連
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
本

市
に
お
い
て
も
そ
の
連
携
を
し

っ
か
り
行
っ
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
場
所
だ
け

を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

ま
た
、
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
の
機
能
だ
け
を
言
っ

て
い
る
の
で
も
な
い
。
も
ち
ろ

ん
、
児
童
相
談
所
に
Ｄ
Ｖ
相
談

の
窓
口
も
あ
れ
ば
い
い
と
思
う

が
、
よ
り
重
要
な
の
は
連
携
を

密
に
す
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
か

ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

児
童
虐
待
に
つ
い
て
の
相
談
が

あ
っ
た
際
に
、
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て

も
専
門
的
知
識
の
あ
る
相
談
者

が
寄
り
添
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
児
童
虐
待
の
予
防
に
向
け

て
、
児
童
虐
待
と
Ｄ
Ｖ
と
の
関

連
性
に
つ
い
て
い
ま
一
度
市
の

見
解
を
問
う
。

子
ど
も
す
こ
や
か
部
長

近

年
、
報
道
さ
れ
て
い
る
児
童
虐

待
の
重
症
事
案
も
深
刻
な
Ｄ
Ｖ

事
象
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
本
来
守
る
べ
き
立
場
の
保

護
者
が
加
害
者
に
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
Ｄ

Ｖ
と
児
童
虐
待
の
関
連
は
深
刻

な
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

市民の生命と健康を守る砦 市立東大阪医療センター

◆８つの無償化モデル＋ＯＮＥ◆

ＪＲ徳庵駅東側のエレベーター設置に続き連絡通路の補修を

（
次
頁
に
つ
づ
く
）

自
由
民
主
党

大

阪

維

新

の

会

代
表
質
問

個
人
質
問

中
原

健
氏

高
橋

正
子

個
人
質
問

森
田

典
博

東

大

阪

政

心

会

個
人
質
問

鳴
戸

鉄
哉

日

本

共

産

党

代
表
質
問

個
人
質
問

上
原

賢
作

浅
野

耕
世

個
人
質
問

塩
田

清
人

児
童
虐
待
の
予
防
に
向
け
て
児
童
虐
待
と

Ｄ
Ｖ
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
市
の
見
解
を
問
う
"

全
て
は
次
世
代
の
た
め
に
子
育
て
し
や
す
い
東
大
阪
へ
!

高
架
化
実
現
に
向
け
た
勉
強
会
の
早
期
開
催
を
求
め
る
!

市
長
は
選
挙
応
援
に
公
用
車
を
使
用
せ
ず
、
私
費
で
行
え

公

共

交

通

の

移

動

支

援

に

公

費

負

担

を

（４）第２２０号東 大 阪 市 議 会 だ よ り令和５年５月１５日（５）


